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　　　　　　　廃液処理実務に携わる教職員の処遇問題と取組んで・…・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工学部事務長　　岸　本　義　久
　環境管理施設報Nα2の発刊にあたり施設報編集委員会田中助教授より投稿の依頼があり，止むな
く事務サイドから眺めた問題点として，私達が取組んでいる事項を説明し，関係各位の理解と協力
を戴ければ幸いと思い筆を執ることにした。
　昭和50年岡山大学の無機廃液処理施設がスタートし，その稼動を始めた頃，度々施設を訪れた
が，その実態を見聞するうち先ず考えたのは，その臭気と水銀，シアン等の有害物質が，それ等を
取扱う人々に何等の影響も与えないだろうかと言う事であった。
　更に昭和52年には有機廃液処理施設が完成し，その稼動につれ一層その感を深くした。
即ち之等施設において取扱う有害物質はユ00種に及ぶ多種類でありそれ等が作業工程中に分解又
は化合されたりして，別の化学物質になると言う様な複雑な過程をたどり，そのため健康障害の症
状の発生も予測されるとの現場の声を聞くにつけ，その勤務の特殊性に対する処遇について何らか
の措置が取れないものかと考えた。一一一般職の職員の給与に関する法律第13条（特殊勤務手当）で
は著しく危険，不快，不健康又は困難な勤務その他の著しく特殊な勤務でs給与上特別の考慮を必
要とし，かつ，その特殊性を俸給で考慮することが適当でないと認められるものに従事する職員に
は，その勤務の特殊性に応じて特殊勤務手当を支給する。とされている。
　私達はこの条項を適用すべく考え、これを如何様な形で要請すべきだろうか。何よりも全国的立
場から要望すべくp全国工学部長会議への提案を考えた。
　昭和53年8月全国大学に照会し，処理施設保有大学34大学中22大学64％が工学部で管理
している現状を把握し，同年10月の中四国工学部長会議において全国会議の要望事項とすること
を提案し承認された。
　昭和54年5月長崎大学で開催の第29回全国工学部二会議において要望事項として協議され，
重点要望事項として他の3件と共に全国工学部長会議の名において文部省を始め関係部局に要望書
を提出し，その実現に努力しております。その要望主旨は無機・有機系廃液処理施設で取扱う廃液
に含有する物質及び廃液処理のために取扱う薬品には人事院規則ユ0－4（職員の保健及び安全保
持）第16条に規定する有害物質が多量に含有されており，常に人体に危険を及ぼす状態での勤務
に直面しており，これ等要員に対して人事院規則9－30（特殊勤務手当）第14条（有害物質取
扱手当）に適用条項を新設し，その特殊勤務に対する処遇について万全を期すべきであると言うこ
とである。第14条には国立大学としては大阪大学蛋白質研究所に所属する職員がホスゲンを使用
して行うペプチド類の合成作業に従事したとき支給するユ件が定められており私達の見解では質量
両面から見ても処理施設の方が危険度は高いと考えております。
　昭和55年5月三重大学で開催された第30回全国工学部長会議に中四国地区より再度提案し共
同提案の東海地区と共に説明し昨年同様重点要望事項として関係方面に要望することが決定してお
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ります。
　昨年末には文部省より大阪大学蛋白質研究所との有害物質名，その抑制濃度等の対比表，r般実
験室，研究室における同種物質の取扱上との相違点等の説明を求められ，また本学施設の視察も行
われました。
　更に毎年7月文部省に対して行われる人事関係事項の説明にあたっても数年来岡山大学の懸案事
項として要望しておりますが，何分にもこの種要望も岡山大学単独の提案の状態であり，その前途
は多難という感はまぬがれません。
　参考までに私達が第29回全国工学部長会議に提出した資料の一部を付し，参考に供すると共に
各学部，処理施設を有する各大学の御協力を戴き，その目的達成の一日も早からんことを祈るもの
である。
　　　　　　　処理施設において取扱う有害物質が人体に及ぼす影響等一覧表
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作成要項
　　（1）主要化薬品1，000種毒性データ特別調査レポー一一ト（海外技術資料研究所）。産業廃棄物
　　　有害物質ハンドブック（村田悦治）。危険物取扱者必携（新星出版社）。を参考とした。
　　（2）人体におよぼす影響，病名等および主な有害物質，薬品が人体に影響をおよぼす状態等
　　　並びに入体に摂取する行為等については岡山大学医学部衛生学教室の指導によった。
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